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　　新年あけましておめでとうございます。
　　会員の皆様には、新たな年を迎えられ、益々のご活躍を祈念いたしております。
　さて、昨年12月19日および20日に開催されました札幌での第79回獣医麻酔外科学会は成功裏に閉会されましたが、その前日18日に開かれました本協会理事会の会議報告をお届けいたします。
この会議では、下記のような特に重要な事項を含む決定がなされておりますので、会員の皆様には議事録の内容を十分にご了知くださいますよう､よろしくお願い申し上げます。
１．平成22年度第1回日本小動物外科専門医試験の日程が平成22年5月12日～14日に東京
で実施されることが決定しました。場所や詳細につきましては､受験申請者に対して直接通知されます。協会員のお知り合いで､本試験の受験予定者がおりましたら、その旨お知らせいただければ幸いです。
２．指導専門医が1年間に指導できる研修医(レジデント）数は現在2名となっています。これ
に対して1名増員して3名としたらいかがか、との提案がなされたものの、本レジデント制度は始まったばかりであり、平成24年の専門医試験終了後の正式な専門医の誕生を待って改めて論議することとなりました。
　３．平成22年第80回獣医外科麻酔学会(大宮)で、レジデントプログラムが企画されることに
なりました。詳細については､学会プログラム委員会と協会資格認定委員会で詰められます
が、現在レジデントをご指導中の指導専門医の先生方には、このことをお含みおきの上、レジデントの講演につきましてよろしくご指導をお願いいたします。
以上(文責藤永)

日本小動物外科専門医協会 平成21年度第2回理事会　議事録
開催日時：平成21年12月18日（金）18時30分～20時40分
場　　所：北海道大学学術交流会館　第2会議室
出 席 者：大橋、佐々木、小川、諸角、廉沢、泉沢、大石、宮原、藤永、以上9名．
欠 席 者：若尾、丸尾、金本．
議　事
1． 報告事項
1） 専門医試験問題作成経過について
　・試験委員会泉澤委員長より、資料にもとづいて以下の説明があった。
・専門医全員に対し、試験問題の作成を本年3月30付けで依頼したが、6月30日の期限内提出者が少なかったため、締め切りを延長してさらに提出を待った。その結果、10月5日時点で、定年等で験問題作成辞退者7名、試験問題提出者38名、そして未提出者20名であることが報告された。
　　・未提出者の20名に対し、追加的に必要な試験問題の作成を依頼することが表明された。
　　・なお、近々検討が開始される専門医の任期制の導入に当たっては、試験問題提出者や採択問題提出者には、遡ってポイントが付与されることが内諾された。
2） 小動物外科専門医レジデント研修中の病院における経過報告と問題点について（役員が研修を実施中の病院のみ）
　・本小動物外科専門医制度の研修医は、獣医師免許取得直後の一般臨床研修医（インターン）と同様に研修医とよばれている。このため両者の差別化が明確ではなく、大学付属動物診療施設ではレジデントの処遇改善の足かせとなっていることから、インターンと明確に区別するため、本外科専門医制度の研修制度をレジデント制度、研修医を「レジデント」と呼称することとなった。これにしたがって、専門医制度冊子(平成22年度より電子冊子版)の字句が修正される。
　・上記に関連して、全国大学付属動物診療施長会議において、本協会大橋会長よりレジデントの処遇改善に関して提案がなされることとなった。
　・年度ごとの研修実績報告書では、実際の記載方法について、例えば手術記録に写真を添付するなど、考慮すべき様々な点があると思われるが、平成21年度研修実績報告書の内容を精査してその結果を、平成22年度の実績報告書の様式に反映していくこととなった。
　・北海道大学の奥村正裕教授から大橋会長に出された専門医研修に関わる要望書に対しては、大橋会長が後日対応することとなった。
3） アジアの獣医外科専門医制度の今後について
　・アジア地域の小動物外科専門医制度について、台湾で開催されたアジア獣医麻酔外科学会で、当面その設立計画は論議されないこととなった。
4）その他：特になし。
2． 審議事項
1） 基幹研修施設の研修責任者および指導専門医の資格についてー専門医試験合格後直ちに有資格者となり得るか？―
　　・本小動物外科専門医制度によれば、2年間のインターンを経て、3年間のレジデントコース終了後試験に合格すれば、最短で臨床経験5年（30歳）で専門医になり得る。
・これは、設立専門医に求められた臨床経験に比較して格段に短いため、専門医資格取得後に臨床経験年数をさらに加算する必要があるのではないか、との問題提起なされた。
　　・種々論議の結果、本レジデントコースによる専門医資格取得者が基幹研修施設の研修責任者または指導専門医に就くために臨床経験年数の追加などの2重の要件は設けないこととなった。
2） 指導専門医が1年間に指導できる研修医（レジデント）の適正数について
・指導専門医が1年間に指導できるレジデント数は現在2名となっているが、3名とする提案がなされた。
　　・種々論議の後、本制度は始まったばかりであり、レジデントコース終了後の専門医の誕生を待って改めて論議することとなった。
3） 研修施設および研修プログラム実施申請、ならびに研修参加および受験申請者等の資格審査の日程および担当者等について
　・資格審査会は、本協会規約施工細則6．の1）に基づき、資格審査委員会委員3名、および会長と副会長2名の3名のうちから2名以上の、合計5名以上で担当することとした。
　・資格審査会は、平成22年3月に開催される日本獣医学会の開催日程の前後の1日を当てることとし、廉沢副委員長が日程の調整に当たることとなった。
4） 専門医試験問題の選定および決定の日程等、ならびに専門医試験実施の日程と場所ならびに担当者等について
　・泉澤委員長より提案理由の説明があり、症例筆記試験問題の作成依頼、ならびに試験問題の選定や編集作業方法ならびに日程等について了承された。
　・第1回専門医試験は、下記要領で開催されることとなった。詳細については、平成22年春の資格審査会で認定された専門医試験受験者に直接通知される。
　　　　試験日程：平成22年5月12日（水）夕方～14日（金）
　　　　実施場所：東京（受験認定者に直接通知）
　　　　合否判定：本協会施工細則6．2）に基づいて、試験委員会委員4名、および会長・副会長3名のうち2名以上の合計6名以上で行う。
　　　　合格発表：平成22年5月24日（月）
　　　　表　　彰：第80回麻酔外科学会時に開催される専門医協会総会において表彰する。
　・なお、筆記試験開始と同時に、会長、副会長および監事の5名で試験問題の的確性を審査する。
5） 平成23年度に必要な小動物外科専門医制度の改正点についてー研修実施経過における問題点との関連―
　・内容については、年度の進行に伴う日時は機械的に変更する。
　・本制度下での研修医をレジデントと称し、獣医師免許取得直後の一般的臨床研修医をインターンとして、両者を区別することとなったため、これに従って冊子の字句が修正される。
　・平成22年3月に提出される平成21年度研修実績報告書等の審査に関連して指摘された事項に対応し、必要があれば平成23年度版の各種報告書様式に反映されることとなった。
6） 平成22年度の春の学会におけるレジデント招待講演について
　・第80回学会時からレジデントプログラムを企画することとなり、学会プログラム委員でもある資格審査委員会廉澤副委員長がコーディネーターを担当することになった。
　・開催日時やプログラム内容などの詳細は未定であるが、学会期間中の半日を使って行われる予定。
7） その他
　・特になし。
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